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研究結果の概要 

 本研究では、チューリップのポストインヒビチン（生物活性物質の貯蔵型であり、

それ自体は活性を示さないもの）であるチューリッポシド類を、活性物質本体である

チューリッパリン類へと変換する酵素「チューリッポシド変換酵素」の一つである「チ

ューリッポシド B変換酵素」について、これまでに同定されている花粉および根由来

酵素とは異なる第 3のアイソザイムを葉から同定した。チューリップの葉の生育過程

においてチューリッポシド B変換酵素活性が高い生育ステージを決定した後、同ステ

ージの葉から酵素を均一に精製した。続いて、当該酵素遺伝子を新たに単離・同定し、

葉由来酵素は先に同定された花粉および根由来酵素とは異なるアイソザイムである

ことを酵素、遺伝子の両面から明らかにした。このことから、チューリップでは組織

によってチューリッポシド B 変換酵素アイソザイムの使い分けがなされていること

が分かった。 

今後の展開 

１）チューリッポシド Aおよび B変換酵素遺伝子の組織特異的発現機構の解明 

２）チューリップ近縁種におけるチューリッポシド変換酵素の同定と機能解析 

 


